
トビウオは、亜熱帯から温帯域の海に生息する、たいへん特徴的
な魚です。時速60kmで100mも飛行できる魚は他にはいません。
しかし、彼らの飛行する原理は、近代科学の飛行機の原理と大き
く変わるものではなく、紙飛行機を使っ
た実験を通して飛行原理を理解するとと
もに、それがトビウオの体にどう現れて
いるのかを調べていきます。生き物たち
が持つ機能を知ることは、私たちの生活
を豊かにする科学の発展につながる可能
性を持ちます。自然界の現象を解明して
いくことのとても大切なことなのです。

四方を海に囲まれた日本にとって、海は他国とのアクセス路であ
り、船は重要なアクセス手段です。船に関わる産業は、我が国の
海の産業を支えてきた分野でもあり、その原理は理解する必要の
ある海洋の1側面だと考えます。
それとともに、船による物流活
動の仕組みが、海の生態系を撹
乱する要因の1つとなっている
こともあって、この解決のため
にも、原理の理解は大変重要に
なってきていると言えます。
物理の基本法則「アルキメデス
の原理」の1事象として船が浮
くことを理解し、効率的な移動と安定との関係について実験して、
“重し” として使われているバラスト水が外来生物を運ぶ原因の1
つとなっていることに気づきます。そして、そのことに社会とし
てどう対処しようとしているかを学びます。
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日本は、世界の中でも突出した海藻食文化を持っています。長い海岸線
を持つ日本沿岸には、列島を取り囲むように流れる寒流と暖流の影響も
あり、1500種を超える多様な海藻が生息しています。それらはしばしば
群生することによって『藻場』を形成し、
基礎生産の場として、また生物たちの隠れ
場や餌場・産卵場として不可欠な存在となっ
ています。
しかし、私たちが日常的に口にするワカメ
やコンブなどの一部を除けば、海藻のほと
んどはあまり馴染みがなく、また海藻その
ものについても理解が進んでいません。
陸上の森と水中の藻場の違いや似ていると
ころを比較することから、海藻の基礎的な特徴について学び、また、海藻
の中にも様々な色や形をもつ、多様な種があることを知ります。南三陸町
志津川湾に生息する海藻のうち40種以上の海藻(と海草)を題材にした
かるたゲームを通じて、それらの名前や特徴について包括的に学びます。

海藻かるた
イベントPoseidonのお知らせ

これまで海への親しみが少ない方、そんなに海とのつなが
りがない方でも、気軽に楽しく海を知ってもらうためのプ
ログラムを作りました。

 1. マリンステンシルペイント
 2. 海のモビールづくり
 3. カラフル魚拓
 4. 影絵水族館

水族館や博物館での企画展に合わせてのイベント時、海に
関連するお祭り時、学校での文化祭やリゾートホテルでの
企画実施に適しています。より多くの方に海に興味を持っ
てもらいたい、“海に誘う”、そんな目的で作られ実践され
るプログラムだとお考え下さい。
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